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日本生理学会評議員・久野宗先生（京都大学名
誉教授）は，平成 21 年 3 月 26 日，80 年の生涯を
閉じられました．そして，こよなく愛された，京
都は，哲学の道に程近い法然院に永眠されました．
謹んでご冥福をお祈り申し上げます．
久野先生は，ご本人の膨大な業績のみならず，

研究の同僚，大学関係者，学界関係者などを含む
さまざまな人に及ぼした有形，無形の影響を通じ
て，生理学の発展に貢献されました．しかし，先生
の業績について語ることは，先生を追悼するのに
ふさわしくないと考えます．先生を語るにあたり，
以下の 3つのキーワードをあげたいと思います．
（1）「人生第一，研究第二」
研究室では，先生は常に楽しそうにしておられ

ました．日常の些細な研究成果も面白がっておら
れましたので，時間を忘れてディスカッションに
花が咲きました．論文もまた，楽しんで書いてお
られました．当時の論文図は，ほとんど手書きで
したが，大好きなマティニィを飲みながらお宅で
仕上げてこられたことを思い出します．また，講
義も楽しんでおられました．ある時，アメリカの
学会へ行ったおりに，肺の模型を手に入れてこら
れ，吸気時の胸郭内圧が大気圧より低いことや気
胸のメカニズムを学生に具体的に教えることがで
きると，嬉しそうに話しておられました．テニス
をこよなく愛し，毎週金曜日の午後には，研究室
のスタッフや大学院生と汗を流しておられまし
た．テニス終了後のビールも楽しみにしておられ
ました．京都におられる時は，春は花見，夏は大
文字の送り火，秋はハイキングとソフトボール大
会，冬は忘年会と，研究以外の行事にも欠かさず
参加しておられました．家庭においても，よき父

であり，よき伴侶であったと聞いています．週日
は，午後 6時から 7時ごろには，必ず帰宅されま
した．木曜日は，夕食を作らなければならないと
いうことで，さらに早く帰宅されていました．医
化学第二講座の故沼正作教授とアセチルコリン受
容体の研究を共同でされておられた時に，沼教授
が深夜でも電話をかけてくるとこぼしておられま
した．久野先生のほうから，沼教授に夜中は応対
しないと告げられたそうで，それからは，そのよ
うなことはなくなったそうです．「私は，自分に対
しても，家族に対しても，共同研究者に対しても，
個人の尊厳を傷つけるまで研究に没頭することは
できない．」先生は，このように述べておられます．
先生にとり，研究は幸福を追求する手段の一つで
あったといえます．
（2）「研究は“problem-oriented”でなければな
らない」
先生は，常日頃から，研究は“problem-oriented”

でなければならないと言っておられました．同じ
方法論を用いて，研究対象を変えていく研究を
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“method-oriented”であると言って，自分の目指す
スタイルではないと批判されました．では，
“problem-oriented”な研究とは，どのようなもの
でしょうか．先生は，しばしば，Stephan Kuffler
博士の研究を引き合いに出されました．未知の問
題を常に見据え，それを解決するのに最適の材料
や方法を選択するというのが，“problem-orien-
ted”な研究の特徴です．したがって，ほとんどの
場合において，新しい研究法の開拓を余儀なくさ
れます．そのような研究法は，程度の差こそあれ，
ブレークスルーとなり，科学の発展に貢献するも
のになります．しかし，“problem-oriented”な研
究は，一所不住であるともいえるので，権威とは
相いれない関係にあります．久野先生も権威から
は，ほど遠い人でした．また，当時の久野研究室
の論文の数が少なかったのは，“problem-orien-
ted”のゆえだと思います．大学の研究がインパク
トファクターの合計で評価される現在では，到底
ラボの経営が成り立たなかったと思われます．し
かし，常に大きな未知にチャレンジする研究は，
それなりの緊張感のある楽しいものでした．
（3）「Strong Inference」
研究を行うにあたり，常に仮説を立て，それを

実験的に検証する態度が重要であるというのが，
先生の持論でした．したがって，「…の効果を調べ
る」「…についての観察結果を記述する」という論
理の組み立てを批判されていました．この考えを
敷衍するのに先生が使っておられたのが John
Platt の“Strong Inference”です．“Strong Infer-
ence”については，私が以前に本誌（61 巻 6 号
233―244，1999）にご紹介したこともあり， また，
久野先生ご自身も本誌（61 巻 11 号 404―405，
1999）に「“Strong Inference”についての私見と
経験」と題されるエッセイを掲載されているので，
ここで，詳細を述べることを避けます．ただ，今
あらためて，このエッセイを読むと，科学とはど
うあるべきかということについて，先生が常日頃
から自問自答されていたことがわかります．しか
し，決して，自分の考えを人に押し付けることは
なさいませんでした．先生は，また，次のように
も述べておられます．「私にとって，研究は個人レ

ベルでの一種の芸術である．」人間の思考の美しさ
を大切にしておられたといえます．
私が先生を存じ上げていたのは，昭和 55 年に京

都大学に赴任された時から退官されるまでの 12
年間にすぎません．お若い時から，先生がこのよ
うな卓越したものの見方をしておられたとは思わ
れません．人間は，経験を積み重ねながら，また，
多くの人の影響を受けながら，独自の境地を切り
開いていくものです．拙文を読まれた人が，好く
も悪くも何らかの印象をもたれたならば，先生は
花散る桜の下で，さぞかしにっこりとほほ笑んで
おられることだろうと思います．
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平成 21 年 3 月 死去
久野先生は，日本生理学会では常任幹事，会則
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任されました．また，国際生理科学連合では細胞
分子神経科学委員会委員長を平成 6年から務めら
れました．
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